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※気象防災アドバイザーとは「地元の気象に精通し、地方公共団体の防災
対応を支援することができる人材」として国土交通大臣が委嘱した方です。
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おきたいと思います。 

 ただ、関東地方の大きな河川、利根川や荒川などの上流域で豪雨が降った場合の、下流での増水状

況は多少異なります。勾配が比較的緩やかな関東平野を時間をかけて流れ下ることになりますので、

水位の上昇はやや緩やかになり、半日から 1 日ほど後になります。  

  豪雨や線状降水帯の予測は、最先端のスーパーコンピューターを用いても、まだまだ十分な予測が

できるものではありません。その理由の一つに、雨の源である水蒸気の把握があります。水蒸気が海

面から大気中にどれくらい補給され、気流によってどのように集められるかを把握していく必要があ

りますが、水蒸気の観測体制は充分整っているわけではありません。気象衛星ひまわりで水蒸気の大

まかな分布を把握することはできますが、実際の水蒸気量を観測できる体制が整っていないのが現状

です。特に海上の観測点が極端に少ないのが残念です。今後に期待したいと思います。 

一方、人類がかつて経験したことのない地球温暖化が進んでいます。災害などを伴う“極端な気象

現象”“異常気象”の発生が増加し、これからも増加するとの研究成果が国内外で発表されています。

私たちの経験を上回る“かつて経験したことのない”事態が生じる確率が増加して行きます。これを

心に刻み、皆さま･各家庭と共に、国から区･自治会･各企業などとの連携により、その地域における

防災力･災害対応力の強化を図っていきたいと思っています。 


